中間検査における注意事項
㈱ビルディングナビゲーション確認評価機構
　中間検査は建築基準法で定める特定工程時の検査です。
　進捗状態が未達成であったり、進み過ぎていると再検査になることがあります。工程管理に十分注意して下さい。

　中間検査は初期トラブルや、完成してからでは手直しが出来ない不備を早期に発見し、是正することも目的のひとつです。そのため、配置及び高さと基礎工事や構造体の検査が中心となります。既に終了している作業工程は、結果報告書や工事写真等で確認できるようにして下さい。確認できないと再検査になることがあり、次工程に進むことが出来ません。

　再検査となった場合は、改めて検査の申請と手数料の納入が必要となり、申請者にとって余分な事務手続きや費用等の負担が増え、日程的にも大きなロスを招くことになります。

　主な確認事項と書類は下記内容となります。事前の準備をお願い致します。

　

１．
配置確認


敷地境界・道路境界を明確にし、建物の配置がわかるようにして下さい。仮囲いや外部足場等で境界が不明瞭な場合は、逃げ塁（糸）でも結構です。又、施工者、監理者による配置検査や遣り方検査を実施している場合はその議事録を提出して下さい。
２．
杭工事、地盤改良工事

結果報告書、工事写真、施工者、監理者の立会い記録（書式自由）

３．
直接基礎の場合


地盤調査報告書、根伐り工事における床付け面の工事写真、施工者、監理者の立会い記録


（書式自由）

４．地中梁、木造の基礎

配筋状況がわかる写真、施工者、監理者による配筋検査議事録（書式自由）


鉄筋の品質がわかるもの（ミルシート、メタルタグ等）


場外加工の場合は、受け入れ時の確認（ロールマークの写真）


ガス圧節がある場合は引っ張り試験の検査結果、工事写真、圧節技術者の資格証の写

コンクリートの強度が確認できる資料


（プラントの納品書、受け入れ検査の記録、圧縮強度試験の記録7日、4週）


型枠を取り外した後のコンクリート面の状況がわかる工事写真


（打ち込み欠損の有無、補修状況）
木　造

軸組み状況や耐力壁、開口部の配置、金物の取り付け状況が判るようにして下さい。


その他、構造設計標準仕様書により、施工者、監理者が行うべき調査結果や検査記録

鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造


鉄骨、合成スラブ、ボルトの品質がわかる資料（ミルシート等）


施工者、監理者が行った工事検査の記録、及び写真


溶接部の検査記録（制作工場によるもの、第三者機関によるもの）


アンカーセットの記録　０柱の設置状況


ボルトの締め付け状況がわかる写真


鉄骨の制作図（施工者、監理者の承認印のあるもの）


その他、構造設計標準仕様書により、施工者、監理者が行うべき調査結果や検査記録

鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造


壁、柱の配筋状況、構造スリットの設置状況がわかる写真等


鉄筋の品質がわかるもの（ミルシート、メタルタグ等）


場外加工の場合は、受け入れ時の確認（ロールマークの写真等）


ガス圧節がある場合は引っ張り試験の検査結果、工事写真、圧節技術者の資格証の写


コンクリート躯体図（施工者、管理者の承認印のあるもの）


その他、構造設計標準仕様書により、加工者、監理者が行うべき調査結果や検査記録
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